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課題 3)，の 3 点を研究課題として設定した。これらの研究課題に対し，本研究では，第 2 章か
ら第 9章において以下のように対応した。 







第 3章では，研究課題 2に対応するために，技術科 4内容(A-D)に即した技術評価課題に対す
る生徒の反応を把握した。上野ら(2015)の先行研究を参考に，社会で賛否の分かれている技術を
テーマとし，「森林資源を活用する技術の今後の在り方」，「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」，

















視点(第 6 章)，「SNS の今後の在り方」課題では，「人間による制御可能性」などの個人・ユー
ザの視点及び「流通システムへの影響」などの社会・ノンユーザの視点(第 7章)がそれぞれ肯定，
否定的意思決定に重要な役割を果たしていることが示唆された。 
第 8 章では，研究課題 3 に対応するために，第 2 章から第 7 章で得られた知見を基にしてカ
リキュラムデザイン及び授業モデルの提案を行った。カリキュラムデザインでは，第 3 章から
第 8章の知見を 2017年公示学習指導要領の枠組みに当てはめ，中学校 3年間における 4内容の
配列案を提示した。授業モデルでは，第 2 章の知見に基づく「技術ガバナンス意識を高める段
階」(フェーズ 1)，第 3 章から第 7 章の知見に基づく「技術評価力を高める段階」(フェーズ 2)
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とが報告されている。米国の STEM(Science，Technology，Engineering and Mathematics)教
育について現地調査や文献調査を行っている熊野によると，1996 年に科学教育のスタンダー


















遂行された国際的な研究プロジェクトである PATT(Pupils Attitude Towards Technology)が










説かれている。その後も，Hong Kong Pupils’ Attitudes Toward Technology: The Impact 
of Design and Technology Programsと題してKen Volkらが香港における生徒の科学技術に
対する意識を調査・報告する等 PATTに関連する研究は継続して行われている 37)。近年では，
PATT に関連する情報交換の場が技術教育における世界最大規模の学術組織である ITEEA








れた TfAAP(Technology for All Americans)において全てのアメリカ国民が持つべき素養とし
て掲げられた 39)。その後，ITEEA の前身である ITEA(International Technology Education 








ガバナンスに関する研究や実践報告が多数行われており，例えば Council on Technology 
Teacher Education の刊行する年報では 2001 年のテーマが「Apprpppriate Technology for 
Sustainable Living」(50th Yearbook)，2004 年のテーマが「Ethics for Citizenship in a 
Technological World」(53rd Yearbook)とされている 42，43)。また掲載記事についても，「Future 
Directions for Appropriate Technology in the Technology Education Curriculum」44)や
「Ethics and the Assessment of Technological Impacts on Society」45)といった題目からも分


















































































































































て 2011 年から～2014 年にかけて様々な調査や研究を行いその報告書を 2015 年に刊行した
59)。同報告書では，技術ガバナンス力を「科学技術革新の成果が広く深く社会と生活に浸透し







































































































































































































































第 8 章では，第 2〜7 章で得られた知見に基づき，技術評価を中心に技術ガバナンス力の育
成を図るカリキュラムデザイン及び授業モデルの提案を行う。 
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H県内の公立中学校 3校の 1～3年生男子 1011名，女子 927名，計 1938名(1年生 613名，
2年生 693名，3年生 632名)を対象に，対象校の技術科を担当する教員(計 4名)に依頼し，技
術科の授業において 2015年 4月に実施した。有効回答数は 1898名，有効回答率は 97.9％で












































































分散分析 78)を行った。次に，授業習得感 4 項目「工夫・創造」，「仕組み理解」，「評価」，
「選択・活用」を説明変数，技術ガバナンス意識 3項目「技術の両面性認識」，「技術の選択・






















□とても好き □少し好き □少し嫌い □とても嫌い 
２．あなたは普段，「ものづくり」をすることが，得意ですか，苦手ですか。 
□とても得意 □少し得意 □少し苦手 □とても苦手 
３．あなたは普段，身の回りの製品やシステムにどのような技術が使われているか興味がありますか。 
□とても興味がある □少し興味がある □あまり興味がない □まったく興味がない 
 
【Ⅱ】技術に関する以下の質問について，あなた自身のこととして最も当てはまるものに〇を１つ付けて下さい。 
【４：とてもそう思う ３：少し思う ２：あまり思わない １：まったく思わない】 
１．何かものをつくる時，設計・製作（制作・育成）などで自分なりに工夫・創造 ４・３・２・１ 
することができる 













































学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 3.26 0.80
2年生入学時 685 3.26 0.75




学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.63 0.80
2年生入学時 685 2.41 0.81






学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.92 0.82
2年生入学時 685 2.74 0.83































学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.47 0.75
2年生入学時 685 2.33 0.73






学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.72 0.76
2年生入学時 685 2.65 0.75




学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.67 0.87
2年生入学時 685 2.65 0.82




学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 2.62 0.82
2年生入学時 685 2.54 0.78






































学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 3.50 0.67
2年生入学時 685 3.34 0.78






学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 3.41 0.71
2年生入学時 685 3.41 0.70






学年 n 平均 SD 一元配置分散分析及び多重比較
1年生入学時 601 3.46 0.68
2年生入学時 685 3.44 0.71
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第 3章 技術評価課題に対する生徒の意思決定と着目観点の特徴 
 
1. 目的 














H 県内の公立中学校 3 校の 1～3 年生計 1893 名を対象に，質問紙調査を行った。調査方法
は，対象校の技術科を担当する教員(計 4 名)に依頼し，技術科の授業において 4 月に実施した。






1年生 2年生 3年生 合計 有効回答数
材料と加工の技術 172 169 135 476 421
生物育成の技術 132 174 175 481 436
エネルギー変換の技術 171 173 144 488 460
情報の技術 136 174 138 448 413
611 690 592 1893 1730

















































































 全調査後に 4 つの調査結果を整理し，回答に欠落があるもの，全ての選択肢が同じなど回答に規

























































































































  年  組  番 氏名             男 ・ 女  
私たちは豊かな生活を送るために多くのエネルギーを消費していますが，日本のエネルギーの自給率は 4%で
す。特に，私たちに一番身近なエネルギーである電気について，福島第一原子力発電所の事故をきっかけとして









0.3未満 １ エネルギー源が必要由来のため不安定である。発電時に CO2 を排出
しない。発電単価が高いが，売電できる。 
水力 ８ ７ 発電量は安定しているが，ダムなどの建設が必要で，流域に配慮が
いる。発電時に CO2を排出しない。発電単価※２が比較的高い。 








※１ 資源エネルギー庁電力調査統計・統計表一覧 H22年度及び H26年度 12月データから作成 






































  年  組  番 氏名             男 ・ 女  
近年インターネットや情報通信端末の進歩により，コミュニケーションの方法が多様化してきました。その１


















































































































年間によって意思決定の割合に有意な差が認められた。残差分析の結果，1 年生は 2 年生及び
3 年生に比べて「否定群」の割合が高かった。また， 3 年生は 1 年生に比べて「肯定群」の割
合が高く， 2 年生は 1 年生に比べて「葛藤群」の割合が高かった。 
同様に，男女の性別間の意思決定の割合についてχ2 検定を行った。性別間における意思決




回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
強否定 13 3.1% 47 10.8% 71 15.4% 11 2.7%
弱否定 319 75.8% 165 37.8% 241 52.4% 99 24.0%
弱肯定 29 6.9% 104 23.9% 65 14.1% 73 17.7%
強肯定 11 2.6% 31 7.1% 11 2.4% 39 9.4%
葛藤群 葛藤 46 10.9% 77 17.7% 56 12.2% 185 44.8%
不明群 不明 3 0.7% 12 2.8% 16 3.5% 6 1.5%





回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
強否定 47 8.6% 53 8.2% 42 7.9% 142 8.2%
弱否定 310 56.5% 287 44.3% 227 42.6% 824 47.6%
弱肯定 67 12.2% 98 15.1% 106 19.9% 271 15.7%
強肯定 22 4.0% 41 6.3% 29 5.4% 92 5.3%
葛藤群 葛藤 91 16.6% 156 24.1% 117 22.0% 364 21.0%







回答者数 比率 回答者数 比率
強否定 89 10.0% 53 6.3%
弱否定 406 45.6% 418 49.8%
弱肯定 165 18.5% 106 12.6%
強肯定 68 7.6% 24 2.9%
葛藤群 葛藤 149 16.7% 215 25.6%
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れなかったが，「肯定群」において男子 (233 人，26.2%)>女子(130 人，15.5%)，「葛藤群」














表Ⅲ-5 より，全体において，平均値の上位 3 項目は「運用上の制限」が 3.26 で最も高く，





平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
しくみや科学的な原理 2.70 0.83 2.66 0.89 2.57 0.88 2.64 0.87 F (2，1727)=3.36 ＊ 1年>3年
科学史的な背景や経過 2.18 0.83 2.06 0.87 1.97 0.84 2.07 0.85 F (2，1727)=8.57 ＊＊ 1年>2年≒3年
技術目的 3.22 0.78 3.30 0.79 3.21 0.81 3.24 0.79 F (2，1727)=2.27 ns
運用上の制限 3.22 0.84 3.30 0.84 3.24 0.81 3.26 0.83 F (2，1727)=1.57 ns
代替技術 2.65 0.96 2.50 1.03 2.45 1.01 2.53 1.00 F (2，1727)=6.19 ＊＊ 1年>2年≒3年
技術史的な背景や経過 2.14 0.88 2.04 0.90 2.02 0.86 2.07 0.88 F (2，1727)=3.07 ＊ 有意差なし
技術の将来展望 3.05 0.86 3.08 0.89 3.05 0.87 3.06 0.87 F (2，1727)=0.24 ns
人間による制御可能性 2.66 0.93 2.60 0.95 2.76 0.96 2.67 0.95 F (2，1727)=4.42 ＊ 3年>2年
資源・材料 2.68 1.00 2.54 1.05 2.51 1.00 2.58 1.02 F (2，1727)=4.44 ＊ 1年>2年≒3年
事故の危険性と事例 3.20 0.95 3.21 0.91 3.11 0.95 3.18 0.93 F (2，1727)=1.82 ns
ニーズ 2.67 0.93 2.73 0.94 2.72 0.94 2.71 0.94 F (2，1727)=0.69 ns
世論 2.73 0.93 2.77 0.98 2.78 0.98 2.76 0.96 F (2，1727)=0.48 ns
産業における経済的な効果 2.75 0.97 2.64 1.01 2.62 1.01 2.67 1.00 F (2，1727)=2.85 ns
法的規制とガイドライン 2.23 0.96 2.12 0.96 2.11 0.97 2.15 0.97 F (2，1727)=2.89 ns
環境問題との関わり 3.07 1.02 2.98 1.04 2.91 1.08 2.98 1.05 F (2，1727)=3.02 ＊ 1年>3年
生産システムへの影響 2.66 0.97 2.58 1.00 2.52 0.98 2.59 0.98 F (2，1727)=2.74 ns
流通システムへの影響 2.36 0.96 2.21 0.92 2.22 1.02 2.26 0.97 F (2，1727)=4.59 ＊ 1年>2年≒3年
消費生活への影響 2.99 0.94 2.99 0.97 3.01 0.90 3.00 0.94 F (2，1727)=0.10 ns
＊＊
　p <.01 , ＊ p <.05
多重比較はTukey法による
多重比較一元配置分散分析
1年生(n=549) 2年生(n=648) 3年生(n=553) 全体(N=1730)
技術評価観点












平均 SD 平均 SD 平均 SD
しくみや科学的な原理 2.76 0.88 2.66 0.85 2.54 0.89 F (2,1690)=5.54 ＊＊ 肯定>葛藤
科学史的な背景や経過 2.17 0.91 2.10 0.85 1.92 0.80 F (2,1690)=8.65 ＊＊ 肯定≒否定>葛藤
技術目的 3.38 0.78 3.19 0.79 3.30 0.78 F (2,1690)=8.44 ＊＊ 肯定>否定
運用上の制限 3.29 0.86 3.26 0.82 3.30 0.78 F (2,1690)=0.49 ns
代替技術 2.37 0.96 2.67 1.01 2.39 0.97 F (2,1690)=17.80 ＊＊ 否定>肯定≒葛藤
技術史的な背景や経過 2.15 0.97 2.08 0.87 1.96 0.82 F (2,1690)=4.41 ＊ 肯定>葛藤
技術の将来展望 3.23 0.87 3.05 0.87 2.98 0.85 F (2,1690)=8.93 ＊＊ 肯定>否定≒葛藤
人間による制御可能性 2.73 1.02 2.68 0.94 2.60 0.90 F (2,1690)=1.58 ns
資源・材料 2.43 1.02 2.73 1.00 2.30 1.01 F (2,1690)=29.6 ＊＊ 否定>肯定≒葛藤
事故の危険性と事例 3.19 0.91 3.16 0.94 3.27 0.92 F (2,1690)=1.62 ns
ニーズ 2.82 0.93 2.67 0.93 2.73 0.97 F (2,1690)=3.05 ＊ 肯定>否定
世論 2.75 0.99 2.76 0.98 2.84 0.90 F (2,1690)=1.10 ns
産業における経済的な効果 2.70 1.07 2.72 0.97 2.54 0.99 F (2,1690)=4.47 ＊ 否定>葛藤
法的規制とガイドライン 2.20 1.04 2.13 0.94 2.16 0.96 F (2,1690)=0.83 ns
環境問題との関わり 2.78 1.13 3.22 0.94 2.61 1.08 F (2,1690)=59.37 ＊＊ 否定>肯定≒葛藤
生産システムへの影響 2.56 1.03 2.65 0.98 2.47 0.95 F (2,1690)=4.82 ＊＊ 否定>葛藤
流通システムへの影響 2.28 0.97 2.29 0.94 2.19 1.02 F (2,1690)=1.41 ns
消費生活への影響 3.04 0.94 3.03 0.93 2.93 0.95 F (2,1690)=1.17 ns
＊＊






平均 SD 平均 SD
しくみや科学的な原理 2.73 0.87 2.55 0.85 t (1728)=0.99 ＊＊
科学史的な背景や経過 2.14 0.86 1.99 0.84 t (1728)=3.61 ＊＊
技術目的 3.29 0.79 3.20 0.80 t (1728)=2.47 ＊
運用上の制限 3.25 0.85 3.26 0.82 t (1728)=0.30 ns
代替技術 2.57 1.01 2.49 1.00 t (1728)=1.80 ns
技術史的な背景や経過 2.12 0.91 2.02 0.85 t (1728)=2.33 ＊
技術の将来展望 3.07 0.89 3.05 0.86 t (1728)=0.33 ns
人間による制御可能性 2.70 0.96 2.63 0.94 t (1728)=1.51 ns
資源・材料 2.59 1.05 2.56 0.99 t (1728)=0.52 ns
事故の危険性と事例 3.17 0.96 3.19 0.91 t (1728)=0.32 ns
ニーズ 2.73 0.94 2.69 0.94 t (1728)=1.03 ns
世論 2.69 0.99 2.83 0.93 t (1728)=3.01 ＊＊
産業における経済的な効果 2.74 1.00 2.59 0.99 t (1728)=3.27 ＊＊
法的規制とガイドライン 2.16 0.98 2.13 0.96 t (1728)=0.65 ns
環境問題との関わり 2.96 1.06 3.01 1.03 t (1728)=1.15 ns
生産システムへの影響 2.61 1.01 2.57 0.96 t (1728)=0.87 ns
流通システムへの影響 2.28 0.95 2.24 0.98 t (1728)=0.99 ns
消費生活への影響 2.97 0.95 3.03 0.93 t (1728)=1.23 ns
＊＊
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た。「人間による制御可能性」では 3 年生は 2 年生と比べて有意に平均値が高いことが認めら
















































ついて平均値に有意な差が認められるなど，技術評価観点 18 項目のうち，学年間では 7 項目，
意思決定間では 11 項目，性別間では 6 項目について有意に平均値の違いが認められた。 

























































反応を，第 5 章では「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」に対する生徒の反応を，第 6 章で
は「原子力発電の今後の在り方」に対する生徒の反応を，第 7 章では「SNS の今後の在り方」
に対する生徒の反応をそれぞれ分析することとする。 
第 4 章 「A.材料と加工の技術」における技術評価課題に対する生徒の反応  
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表Ⅳ-1 分析対象者の内訳  
 
1年生 2年生 3年生 合計
履修前 172 74 0 246
履修済み 0 95 135 230
合計 172 169 135 476






























肯定群 否定群 葛藤 不明
1年生
(n=150)
12(8.0%) 125(83.3%) 12(8.0%) 1(0.7%)
2年生
(n=151)
15(9.9%) 116(76.8%) 18(11.9%) 2(1.3%)
3年生
(n=120)
13(10.8%) 91(75.8%) 16(13.3%) 0(0.0%)







1.02) (F(2，418)=5.96， p <.01)，「法的規制とガイドライン」において，1年生(2.28，1.02)＞2
年生(1.93，0.90) (F(2，418)=5.07， p <.01)，「生産システムへの影響」において，1年生(2.81，
0.81)＞2年生(2.38，1.00) (F(2，418)=8.29， p <.01)の平均値に有意な差が認められ，学年間に
おける平均値の差異は 18 項目中 3 項目であった。また，意思決定間では，「科学史的な背景
や経過」において，「肯定群」(2.53，0.94)＞「否定群」(2.15，0.89) ≒ 「葛藤群」(1.85，0.70) 
(F(2， 415)=6.36， p <.01)，「技術史的な背景や経過」において，「肯定群」(2.55，0.75)＞「否
定群」(2.18，0.90) (F(2， 415)=3.27， p <.05)の平均値に有意な差が認められ，意思決定間にお
ける平均値の差異は 18 項目中 2 項目であった。次節では，否定的意思決定と肯定的意思決定
表Ⅳ-3 各学年及び全体における技術評価観点の平均値及び SD 
 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
環境問題との関わり 3.51 0.70 3.50 0.77 3.46 0.68 3.47 0.74
技術目的 3.13 0.72 3.17 0.84 3.18 0.75 3.11 0.77
運用上の制限 3.12 0.80 3.05 0.99 3.17 0.79 3.07 0.88
技術の将来展望 3.01 0.84 2.99 0.90 3.03 0.83 2.98 0.87
消費生活への影響 2.98 0.92 2.91 0.95 2.79 0.88 2.85 0.93
資源・材料 2.96 0.92 2.85 0.96 2.79 0.96 2.84 0.95
代替技術 2.77 0.92 2.77 1.02 2.64 0.99 2.72 0.97
事故の危険性と事例 2.92 1.00 2.73 1.02 2.49 1.02 2.70 1.03
人間による制御可能性 2.70 0.86 2.54 0.95 2.78 0.95 2.64 0.93
世論 2.66 0.94 2.60 0.93 2.66 1.03 2.61 0.98
生産システムへの影響 2.81 0.81 2.38 1.00 2.60 0.93 2.54 0.92
産業における経済的な効果 2.77 0.94 2.44 1.00 2.58 1.03 2.53 0.99
科学的な原理 2.61 0.83 2.50 0.87 2.53 0.91 2.48 0.86
ニーズ 2.55 0.95 2.50 0.97 2.52 0.96 2.45 0.94
流通システムへの影響 2.43 0.85 2.05 0.91 2.21 0.90 2.18 0.89
技術史的な背景や経過 2.24 0.92 2.22 0.93 2.14 0.84 2.15 0.89
科学史的な背景や経過 2.24 0.91 2.13 0.89 2.06 0.86 2.07 0.85
法的規制とガイドライン 2.28 1.02 1.93 0.90 2.05 1.01 2.01 0.97
※全体における平均値降順
1年 2年 3年 全体









p値を 0.20に設定し変数減少を繰り返し行い 80)，有意な判別関数(p <.01)が得られた。判別関



















判別関数の有意性 0.96 χ２(4)=16.26 0.0010
技術評価観点 標準化判別係数 Wilksのλ F値 判定
科学史的な背景や経過 0.53 0.99 F (1，368)=2.99 †
技術史的な背景や経過 0.47 0.99 F (1，368)=2.36
資源・材料 -0.74 0.98 F (1，368)=8.34 ＊＊



















表Ⅳ-9  各学年における「肯定群」「否定群」の重心と的中率 
 
 
学年 Wilksのλ χ2検定 p値
1年生 0.84 χ2(4)=22.90 0.0001
2年生 0.84 χ2(5)=22.10 0.0005
3年生 0.91 χ2(3)=9.32 0.0253
標準化
判別係数
技術史的な背景や経過 -0.47 0.99 F (1,132)=3.92 ＊
事故の危険性と事例 0.32 0.99 F (1,132)=1.68
ニーズ -0.77 0.98 F (1,132)=9.13 ＊＊
消費生活への影響 0.88 0.92 F (1,132)=11.96 ＊＊
科学史的な背景や経過 0.56 0.95 F (1,125)=6.20 ＊
技術目的 0.70 0.94 F (1,125)=7.41 ＊＊
資源・材料 -0.69 0.94 F (1,125)=8.16 ＊＊
事故の危険性と事例 0.30 0.99 F (1,125)=1.74
環境問題との関わり -0.58 0.96 F (1,125)=5.20 ＊
科学史的な背景や経過 0.73 0.96 F (1,100)=4.12 ＊
人間による制御可能性 0.50 0.98 F (1,100)=1.83
資源・材料 -1.06 0.93 F (1,100)=7.82 ＊＊

















1年生 0.13 (74.40%) －1.39 (83.33%) 75.18%
2年生 －0.16 (75.00%) 1.21 (80.00%) 75.00%
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1年生 2年生 3年生 合計
履修前 132 101 26 259
履修済み 0 73 149 222
合計 132 174 175 481






定の割合は，「否定群」が 48.6%と最も多く，次いで「肯定群」が 31.0%，「葛藤群」が 17.7%，
「不明群」が 2.8%であった。本章では，これを学年別に集計した。その結果，各学年の「否
定群」，「肯定群」，「葛藤群」，「不明群」の 4 群の割合の比率は表Ⅴ-2 のようになった。
比率の差についてχ2検定を行った結果，4 群の割合について学年間(χ2(6)=5.77，ns)に有意な
ばらつきは見られなかった。 
3.2 技術評価観点の単純集計及び学年間の比較  
「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」に対する技術評価時の各学年及び全体における各技
術評価観点の平均値及び SDを抽出して単純集計した。整理したものを表Ⅴ-3に示す。全体に
おける平均値の上位 3項目は，「運用上の制限」が最も高く 3.26，「技術目的」が 3.25，「消
費生活への影響」が 3.17 であった。平均値の下位 3 項目は，「法的規制とガイドライン」が





0.84) (F(2, 433)=4.54，p <.05)，「運用上の制限」において 2年生(3.40，0.74)＞3年生(3.13，0.92) 
(F(2, 433) =4.03，p <.05)の平均値に有意な差が認められ，学年間における平均値の差異は 18項
目中 2 項目であった。また，意思決定間では，「技術の将来展望」において「肯定群」(3.26，
0.86)＞「葛藤群」(2.92，0.89) (F(2, 421)=3.95，p <.05)に平均値に有意な差が認められ，意思決




肯定群 否定群 葛藤 不明
1年生
(n=119)
32(26.9%) 64(53.8%) 19(16.0%) 4(3.4%)
2年生
(n=159)
44(27.7%) 80(50.3%) 31(19.5%) 4(2.5%)
3年生
(n=158)
59(37.3%) 68(43.0%) 27(17.1%) 4(2.5%)







めに除去基準 p値を 0.20に設定し変数減少を繰り返し行い，有意な判別関数(p <.01)が得られ







表Ⅴ-3 全体及び各学年における技術評価観点の平均値及び SD 
 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
運用上の制限 3.23 0.92 3.40 0.74 3.13 0.92 3.26 0.86
技術目的 3.17 0.85 3.36 0.81 3.19 0.84 3.25 0.83
消費生活への影響 3.08 0.98 3.21 0.92 3.18 0.90 3.17 0.93
事故の危険性と事例 3.09 1.03 3.23 0.91 3.09 0.89 3.14 0.94
技術の将来展望 3.09 0.88 3.16 0.87 3.00 0.90 3.08 0.89
環境問題との関わり 3.01 1.01 3.13 0.91 3.00 1.01 3.05 0.97
生産システムへの影響 2.91 1.01 3.00 0.91 2.80 0.97 2.90 0.96
ニーズ 2.74 1.00 2.96 0.90 2.80 1.00 2.84 0.96
産業における経済的な効果 2.92 1.03 2.88 0.91 2.72 1.00 2.83 0.98
科学的な原理 2.79 0.79 2.89 0.82 2.67 0.83 2.78 0.82
人間による制御可能性 2.76 0.96 2.72 0.96 2.80 0.94 2.76 0.95
世論 2.77 0.95 2.78 0.97 2.72 0.94 2.75 0.95
資源・材料 2.37 1.02 2.41 1.03 2.39 0.95 2.39 0.99
流通システムへの影響 2.42 0.99 2.26 0.92 2.27 0.94 2.31 0.94
代替技術 2.44 0.93 2.17 0.96 2.25 0.96 2.27 0.95
科学史的な背景や経過 2.22 0.87 2.11 0.86 1.92 0.84 2.07 0.86
技術史的な背景や経過 2.13 0.94 2.04 0.92 2.01 0.86 2.06 0.90
法的規制とガイドライン 1.97 0.93 2.11 0.99 1.98 0.93 2.03 0.95
※全体における平均値降順
1年 2年 3年 全体




























判別関数の有意性 0.96 χ2(4)=15.40 0.0039
技術評価観点 標準化判別係数 Wilksのλ F値 判定
技術目的 0.75 0.98 F (1,342)=5.73 ＊
運用上の制限 -0.77 0.98 F (1,342)=6.53 ＊
技術の将来展望 0.59 0.99 F (1,342)=3.85 †
世論 -0.42 0.99 F (1,342)=2.09



















学年 Wilksのλ χ2検定 p値
1年生 0.81 χ2(6)=19.67 0.0032
2年生 0.89 χ2(6)=14.02 0.0294
3年生 0.90 χ2(6)=13.23 0.0396
標準化
判別係数
技術目的 -0.55 0.96 F (1, 89)=3.88 †
運用上の制限 0.64 0.95 F (1, 89)=4.75 ＊
ニーズ -0.36 0.98 F (1, 89)=1.80
生産システムへの影響 0.40 0.98 F (1, 89)=2.03
流通システムへの影響 -0.57 0.96 F (1, 89)=4.04 ＊
消費生活への影響 0.56 0.96 F (1, 89)=3.57 †
科学的な原理 0.47 0.98 F (1, 117)=2.34
運用上の制限 -0.60 0.97 F (1, 117)=3.43 †
技術史的な背景や経過 0.43 0.98 F (1, 117)=2.17
技術の将来展望 0.57 0.97 F (1, 117)=3.51 †
ニーズ 0.52 0.97 F (1, 117)=3.12 †
法的規制とガイドライン -0.66 0.96 F (1, 117)=4.83 ＊
技術目的 -0.47 0.98 F (1, 120)=2.17
資源・材料 -0.45 0.98 F (1, 120)=2.08
ニーズ 0.56 0.98 F (1, 120)=3.02 †
世論 0.64 0.97 F (1, 120)=3.13 †
環境問題との関わり 0.58 0.97 F (1, 120)=3.38 †
生産システムへの影響 -0.77 0.96 F (1, 120)=4.37 ＊

















1年生 0.34 (65.63%) －0.69(75.00%) 68.75%
2年生 －0.26 (65.00%) 0.47(61.36%) 63.71%
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2. 研究の方法 
2.1 分析対象 
第 3 章で実施した調査のうち，「原子力発電の今後の在り方」について回答した 1～3 年生

















1年生 2年生 3年生 合計
履修前 171 173 77 421
履修済み 0 0 67 67
合計 171 173 144 488













Ⅵ-3 に示す。全体における平均値の上位 3 項目は，「事故の危険性と事例」が最も高く 3.33，







0.98) (F(2，457)=3.58 ，p <.05)の平均値に有意な差が認められ，学年間における平均値の差異は
18項目中 2項目であった。また，意思決定間では，「代替技術」において，「否定群」(2.96，
0.97)＞「肯定群」(2.65，0.91) (F(2， 441)=3.61 ，p <.05)の平均値に有意な差が認められ，意思





肯定群 否定群 葛藤 不明
1年生
(n=158)
22(13.9%) 119(75.3%) 13(8.2%) 4(2.5%)
2年生
(n=170)
34(20.0%) 102(60.0%) 28(16.5%) 6(3.5%)
3年生
(n=132)
20(15.2%) 91(68.9%) 15(11.4%) 6(3.5%)







するために除去基準 p値を 0.20に設定し変数減少を繰り返し行い，有意な判別関数(p <.01)が






表Ⅵ-3 全体及び各学年における技術評価観点の平均値及び SD 
 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
事故の危険性と事例 3.34 0.87 3.36 0.80 3.27 0.84 3.33 0.83
環境問題との関わり 3.34 0.89 3.28 0.89 3.30 0.88 3.31 0.89
運用上の制限 3.27 0.78 3.32 0.84 3.33 0.76 3.30 0.79
技術目的 3.23 0.78 3.26 0.79 3.02 0.84 3.18 0.81
技術の将来展望 3.06 0.89 3.19 0.81 3.08 0.80 3.12 0.84
消費生活への影響 3.06 0.91 3.11 0.88 3.17 0.80 3.11 0.87
資源・材料 3.03 0.90 3.01 0.92 2.86 0.97 2.97 0.93
世論 2.78 0.93 3.04 0.95 2.86 1.04 2.90 0.97
代替技術 2.89 0.94 2.84 0.98 2.80 1.03 2.84 0.98
産業における経済的な効果 2.80 0.92 2.84 1.02 2.83 0.95 2.82 1.67
科学的な原理 2.79 0.81 2.79 0.89 2.69 0.87 2.76 0.86
生産システムへの影響 2.70 0.94 2.82 0.93 2.52 0.98 2.69 0.96
人間による制御可能性 2.57 0.91 2.64 0.90 2.83 0.95 2.67 0.92
ニーズ 2.59 0.86 2.65 0.94 2.67 0.82 2.64 0.88
流通システムへの影響 2.35 0.97 2.42 0.89 2.35 1.26 2.38 1.04
法的規制とガイドライン 2.27 0.89 2.16 0.97 2.15 0.89 2.20 0.92
科学史的な背景や経過 2.16 0.71 2.14 0.90 2.09 0.87 2.13 0.83
技術史的な背景や経過 2.05 0.78 2.08 0.91 2.04 0.89 2.06 0.86
※全体における平均値降順
1年 2年 3年 全体



















学年 Wilksのλ χ2検定 p値
1年生 0.89 χ2(5)=15.40 0.0088
2年生 0.81 χ2(5)=27.38 0.0000











判別関数の有意性 0.95 χ2(4)=21.62 0.0002
技術評価観点 標準化判別係数 Wilksのλ F値 判定
技術目的 -0.71 0.98 F (1,383)=8.49 ＊＊






















しくみや科学的な原理 0.47 0.98 F (1,135)=2.36
技術目的 0.48 0.98 F (1,135)=2.60
代替技術 -0.55 0.97 F (1,135)=3.87 †
人間による制御可能性 0.37 0.99 F (1,135)=1.84
資源・材料 -0.65 0.96 F (1,135)=5.01 ＊
しくみや科学的な原理 0.59 0.95 F (1,129)=6.13 ＊
技術の将来展望 0.48 0.96 F (1,129)=5.00 ＊
人間による制御可能性 -0.65 0.93 F (1,129)=9.10 ＊＊
世論 -0.78 0.92 F (1,129)=10.64 ＊＊
流通システムへの影響 0.67 0.92 F (1,129)=9.77 ＊＊
技術目的 0.54 0.97 F (1,105)=3.64 †
代替技術 -0.62 0.96 F (1,105)=4.04 ＊
事故の危険性と事例 -0.82 0.93 F (1,105)=7.31 ＊＊
法的規制とガイドライン 0.49 0.97 F (1,105)=3.15 †
消費生活への影響 0.55 0.97 F (1,105)=3.60 †

















1年生 －0.15 (68.07%) 0.80 (63.64%) 67.38%
2年生 －0.28 (79.21%) 0.83 (70.60%) 77.04%






















































































































第 7 章 「D.情報の技術」における技術評価課題に対する生徒の反応 
-71- 
 





   
2. 研究の方法 
2.1 分析対象 


















1年生 2年生 3年生 合計
履修前 136 174 113 423
履修済み 0 0 25 25
合計 136 174 138 448
















上位 3項目は，「事故の危険性と事例」が最も高く 3.51，「技術目的」が 3.40，「運用上の制
限」が 3.28 であった。平均値の下位 3 項目は，「科学史的な背景や経過」が最も低く 1.92，





生(2.16，0.91)＞2年生(1.84，0.80) (F (2，410)=5.19，p <.01)，「資源・材料」において，1年生
(2.20，0.93)＞2年生(1.92，0.91) (F(2，410)=3.24，p <.05)，「世論」において 3年生(2.91，0.90)
＞2年生(2.63，1.01) (F (2，410)=3.26，p <.05)，「環境問題との関わり」において，1年生(2.21，
1.00)＞3年生(1.85，0.92) (F (2，410)=3.26，p <.05)の平均値に有意な差が認められ，学年間にお
表Ⅶ-2 各学年における意思決定別の人数と割合 
 
肯定群 否定群 葛藤 不明
1年生
(n=122)
23(18.9%) 49(40.2%) 47(38.5%) 3(2.5%)
2年生
(n=168)
46(27.4%) 42(25.0%) 79(47.0%) 1(0.6%)
3年生
(n=123)
43(35.0%) 19(15.4%) 59(48.0%) 2(1.6%)
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ける平均値の差異は 18 項目中 5 項目であった。また，意思決定間では，「技術の将来展望」
において，「肯定群」(3.23，0.94)＞「葛藤群」(2.90，0.88) ≒ 「否定群」(2.90，0.92) (F (2， 
404)=4.96，p <.05)，「世論」において，「葛藤群」(2.85，1.01)＞「否定群」(2.56，0.96) (F (2， 








表Ⅶ-3 全体及び各学年における技術評価観点の平均値及び SD 
 
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
事故の危険性と事例 3.49 0.76 3.47 0.75 3.58 0.70 3.51 0.74
技術目的 3.35 0.77 3.38 0.72 3.46 0.74 3.40 0.74
運用上の制限 3.41 0.74 3.37 0.73 3.36 0.78 3.28 0.87
技術の将来展望 3.02 0.83 2.96 0.95 3.09 0.94 3.02 0.91
ニーズ 2.86 0.92 2.82 0.91 2.88 0.95 2.85 0.92
消費生活への影響 2.84 0.96 2.72 1.04 2.85 0.96 2.79 0.99
世論 2.69 0.91 2.63 1.01 2.91 0.90 2.73 0.95
人間による制御可能性 2.66 1.03 2.49 0.98 2.62 0.98 2.58 0.99
しくみや科学的な原理 2.61 0.89 2.45 0.89 2.34 0.89 2.46 0.89
産業における経済的な効果 2.49 0.97 2.38 1.01 2.30 1.02 2.39 1.00
法的規制とガイドライン 2.37 0.96 2.25 0.97 2.27 1.06 2.29 0.99
代替技術 2.41 0.99 2.21 0.97 2.15 0.93 2.25 0.97
生産システムへの影響 2.18 1.00 2.14 0.92 2.07 0.88 2.13 0.93
流通システムへの影響 2.24 1.02 2.09 0.94 2.02 0.92 2.11 0.96
環境問題との関わり 2.21 1.00 2.06 0.95 1.85 0.91 2.04 0.96
資源・材料 2.20 0.93 1.92 0.91 2.02 0.94 2.03 0.93
技術史的な背景や経過 2.16 0.91 1.84 0.80 1.91 0.84 1.95 0.85
科学史的な背景や経過 2.11 0.82 1.86 0.82 1.82 0.79 1.92 0.82
※全体における平均値降順
1年 2年 3年 全体
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除去するために除去基準 p 値を 0.20 に設定し変数減少を繰り返し行い，有意な判別関数(p 






















判別関数の有意性 0.88 χ２(7)=28.70 0.0002
技術評価観点 標準化判別係数 Wilksのλ F値 判定
運用上の制限 0.36 0.99 F (1,213)=2.68
代替技術 -0.41 0.98 F (1,213)=3.89 ＊
技術の将来展望 0.59 0.97 F (1,213)=7.70 ＊＊
事故の危険性と事例 -0.66 0.96 F (1,213)=8.76 ＊＊
法的規制とガイドライン 0.27 0.99 F (1,213)=1.75
流通システムへの影響 -0.52 0.97 F (1,383)=5.47 ＊
消費生活への影響 0.39 0.99 F (1,383)=3.30 †





















学年 Wilksのλ χ2検定 p値
1年生 0.79 χ2(4)=16.14 0.0028
2年生 0.74 χ2(7)=24.43 0.0010
3年生 0.74 χ2(7)=16.84 0.0185
標準化
判別係数
代替技術 -0.39 0.97 F (1,67)=1.95
技術の将来展望 0.83 0.87 F (1,67)=10.17 ＊＊
事故の危険性と事例 -0.53 0.96 F (1,67)=3.13
消費生活への影響 0.57 0.94 F (1,67)=4.13 ＊
しくみや科学的な原理 -0.58 0.93 F (1,80)=5.84 ＊
代替技術 0.32 0.98 F (1,80)=1.79
人間による制御可能性 -0.49 0.96 F (1,60)=3.63 †
資源・材料 0.33 0.98 F (1,60)=1.84
事故の危険性と事例 0.44 0.96 F (1,60)=3.71 †
法的規制とガイドライン -0.31 0.98 F (1,60)=1.69
流通システムへの影響 0.65 0.92 F (1,60)=6.73 ＊
しくみや科学的な原理 0.60 0.94 F (1,54)=3.54 †
科学史的な背景や経過 -1.32 0.81 F (1,54)=12.3 ＊＊
ニーズ 0.69 0.93 F (1,54)=3.98 †
環境問題との関わり 0.73 0.92 F (1,54)=4.44 ＊
生産システムへの影響 1.28 0.85 F (1,54)=9.30 ＊＊
流通システムへの影響 -0.78 0.93 F (1,54)=4.12 ＊
消費生活への影響 -0.70 0.93 F  (1,54)=4.02 ＊
　　　　　　　　　　　　　＊＊ p <.01，＊ p <.05，† p <.10
















1年生 -0.35(71.43%) 0.74(71.43%) 70.83%
2年生 0.61(76.19%) -0.55(65.22%) 70.45%














































































1 年生については SNS に対する知識が少なくレディネスとして捉えられる特徴がなかったこ
とが推察される。2年生，3年生では SNSによる情報拡散の危険性などの社会的な見方ととも
に，使用に伴うネットトラブルや情報の流通，個人にとっての不必要さが同時に示されている













1) 「SNS の今後の在り方」に対する意思決定の比率は，否定群 26.6%，肯定群 27.1%，葛
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第 8章 技術評価力育成に向けたカリキュラムデザインと授業モデルの構築 
 
1. 目的 


























































 第 5章では，「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」に対する生徒の技術評価の反応につい 
て詳細に分析を行った。その結果，肯定的意思決定では生産・経済活動の視点，否定的意思決























































 まず，各学年の特徴を踏まえた上で中学 3年間における 4内容の配列について検討すること
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第 9章 技術評価力育成に向けた授業モデルの試行的実践 
  
1. 目的 




















実践は，H 県の国立大学附属 A 中学校の 3 年生男子 57 名，女子 47 名計 104 名を対象
とした。なお，A 中学校は第 3 章の質問紙調査の対象校であり，3 年生の技術の授業は 2
週間に 1 度行われている。また，本実践対象者は，実践段階で，「A.材料と加工の技術」，
「C.エネルギー変換の技術」，「D.情報の技術」の内容については履修済であった。実践は
2015 年 4 月～2015 年 10 月に行った。 
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ェーズ 2 の具体的な実践内容について以下に示す。 
2.2.2 フェーズ 1：工夫・創造を促す題材「トマトの比較栽培」 
 「B.生物育成の技術」において生徒が工夫・創造できる題材として「トマトの比較栽培」

















表Ⅸ-１ フェーズ 1：「比較栽培」の概要 
 
時数 栽培実習 指導内容 指導時数
第1次 なし 生物を育てる技術について 1
第2次 苗の観察，定植 植物の成長に適した土 1
第3次 誘引，摘芽 花芽形成に対する光・温度の影響 1
第4次 観察 水耕栽培・工場栽培の特徴 1
第5次 追肥 トマトの健康状態について 1
第6次 収穫 トマトコンテスト 1
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ために実験を設定する。なお，本次から，栽培実習を開始させる。4～5 人を 1 グループと
して，1 グループに 2 つのフルーツトマトの苗を配布し，「草丈」，「花の数」，「実の数」，























2.2.3 フェーズ 2：バイオテクノロジーに関する学習 
 フェーズ 2 では「ニーズ」，「世論」，「環境問題との関わり」，「生産システムへの影響」
の観点に着目させた上で，「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」をテーマとする技術評価
の学習を行うこととする。学習内容及び時間数を表Ⅸ-2 に示す。 
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2.3 実践評価の手続き 
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も当てはまる」～「1：まったく当てはまらない」までの 4 件法で回答させた。 
2.3.3 技術ガバナンス意識を把握する質問項目 
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3.1 フェーズ 1：比較栽培における生徒の学習状況 
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3.1.2 第 2次 





3.1.3 第 3次 











3.1.4 第 4次 
 第 4 次では，土壌栽培以外の栽培方法として水を使用した水耕栽培や工場栽培の説明を
行った。 
    
         図Ⅸ-4 観察の様子         図Ⅸ-5 定植されたトマト 
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3.1.5 第 5次 
 第 5 次では，いくつかのトマトが病原菌に侵されていたため，トマトの健康状態につい
て学習を行った。その際に，肥料に関する学習を行い，追肥を行わせた。この学習を機に
オリジナル栽培において，液肥を活用するグループも見られた。 





    
    図Ⅸ-6 水を与えない工夫    図Ⅸ-7 鏡を利用して反射光を当てる工夫 
 
    
図Ⅸ-8 害虫対策の工夫        図Ⅸ-9 果実の形状を変える工夫 
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3.2 フェーズ 2：バイオテクノロジーに関する学習に対する生徒の学習状況 
 比較栽培を終えた後に，第 5 章の知見を踏まえ「バイオテクノロジーに関する学習」を
行った。具体的には，第１次，第 2 次において品種改良や遺伝子組み換え技術の方法や違
いについて取り上げながら，それらの特徴などについて学習し，実際に育てた経験を活か
して GM トマトを考える学習などを行った。そして第 3 次，第 4 次では，上記の経験を踏
まえながら，「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」について考えることを主として行った。 








 その後，生産者，売り手，消費者の立場であったらいいなと思う GM トマトをグループ
で考えさせた。考えた内容はホワイトボードでまとめさせた。グループ活動の様子を図Ⅸ
-10，まとめられたホワイトボードの例を図Ⅸ-11 に示す。フェーズ 1 で実際に工夫してト
マトを育てた経験や，生活経験や他教科で得た知識を基にして様々な GM トマトを考える
ことができた。具体的には，理科で学習した細胞分裂を行うプラナリアの遺伝子や，家庭
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科で学習した赤色の着色料の原料となるエンジムシの遺伝子，皮を剥きやすいミカンの遺
伝子などを交雑して，収穫量が無限に増える GM トマトや赤色の発色が良い GM トマト，
トマトソースが作りやすい GM トマトなどが挙げられた。 




















    図Ⅸ-10 グループ活動の様子     図Ⅸ-11 まとめられたホワイトボード 
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名)計 4 名を除く 100 名を有効回答(有効回答率 96.2％)とした。事後調査では，回答に欠落
 
図Ⅸ-11 ワークシートの記述例 
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があるもの(4 名)，全ての選択肢が同じなど回答に規則性のあるもの(6 名)計 10 名を除く




の平均値及び SD を表Ⅸ-3 に示す。表より，技術評価観点 18 項目のうち，指導の力点と
した「ニーズ」，「世論」，「環境問題との関わり」，「生産システムへの影響」の観点を含む
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3.4 実践後の技術ガバナンス意識 






 本実践対象者 104 名のうち，事前に，第 3 章において技術ガバナンス意識の把握ができ
ていて，なおかつ，第 5 章において「遺伝子組み換え技術の今後の在り方」に対する技術
評価の反応が把握できている生徒 26 名を対象に事前事後における意識の違いについて検
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を検討した。第 3 章では，技術科の 4 内容に即して具体的な技術評価課題を設定し，生徒
の反応について学年間及び性別，意思決定(肯定・葛藤・否定)における特徴を把握した。続
く第 4 章から第 7 章では，各技術評価課題に分けて生徒の反応を詳細に分析し，内容別に
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題との関わり」，「生産システムへの影響」，「ニーズ」に着目の影響が把握された。原子力発
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1.8 技術評価力育成に向けた授業モデルの試行的実践 
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影響を示すことを留意する必要がある。3 年生の授業時数は 17.5 時間とされており，他学
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向を技術の多面性に基づき把握することができた。具体的には，「歴史的・文化的な視点 対  
現実的課題憂慮の視点」，「生産・経済活動の視点 対 消費・社会的影響の視点」，「リスク管
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森林資源を活用する技術 遺伝子組み換え技術 原子力発電 SNS
肯定的意思決定 歴史的・文化的な視点 生産・経済活動の視点 リスク管理・技術発展の視点 個人・ユーザの視点
否定的意思決定 現実的課題憂慮の視点 消費・社会的影響の視点 リスク回避・現状維持の視点 社会・ノンユーザの視点
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